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下
ノ
江
町
町
内
会
長

金
子
　
哲
也

今
年

の
１
月
初
旬
に
は
大
雪
に
見

舞
わ
れ
、
夏
に
は
３０
度
を
超
え
る
猛
暑

が
続
き
、
四
季
と
言
う
よ
り
は
二
季
と

い
っ
た
方
が
相
応
し
い
気
候
変
動

の

激
し
い
１
年
で
し
た
。
町
内
の
皆
様
方

に
は
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

初
総
会
に
て
町
内
会
長
を
拝
命
し
、

町
内
会

の
お
世
話
役
と
し
て
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
私

で
す
が
、
町
内
会
役
員
や
町
民
の
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
内
外
を
顧
み
ま
す
と
、
昨

年

の
２
月
に
始
ま

っ
た

ロ
シ
ア

・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
も
う
１
年
１０
か
月

が
経
つ
と
い
う
の
に
、
未
だ
終
息
の
気

配
が
見
え
ま
せ
ん
。
更
に
イ
ス
ラ
エ
ル

と
ハ
マ
ス
の
戦
争
も
勃
発
し
、
改
め
て

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
あ
り
が
た

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。

又
、
ブ
ナ
の
実
や
ド
ン
グ
リ
等
餌
不

足
の
影
響
も
あ
り
、
熊
が
人
里
に
ま
で

降
り
て
き
て
柿
を
食
べ
た
り
人
を

襲
っ
た
り
、
本
県
で
も
熊
に
よ
る
被
害

が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
多
発
し
ま
し
た
。

次
に
、
町
内
の
本
年
度
の
主
な
活
動

事
業
で
す
が
、
防
災
に
関
し
て
は
、
自

衛
消
防
団
が
昨
年
に
引
き
続
き
自
衛

消
防
団
技
能
演
習
大
会
で
、
通
算
７
連

覇
と
な
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
町
内
会
と
し
て
も
大
変
誇
り
に
思

い
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。

昨
年
８
月
４
日
の
豪
雨
で
の
サ
ン

タ
ウ
ン
地
区
浸
水
被
害
は
ま
だ
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
自
治
宝
く

じ
の
補
助
を
受
け
、

１５
年
ぶ
り
に
消
防

ポ
ン
プ
の
更
新
と
新
規
に
水
害
避
難

用
の
ボ
ー
ト

（４
人
乗
り
）
を
整
備
し

ま
し
た
。
更
に
、
町
内
会
要
望
に
よ
り
、

市
発
注
工
事

で
加
能
菱
光

コ
ン
ク

リ
ー
ト
横
新
堀
川
沿
い
の
通
路

（手
取

川
宮
竹
用
水
）
を
避
難
用
道
路

【
Ａ
Ｓ

舗
装
、
転
落
防
止
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設

置
】
と
し
て
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
〈
フ
後
は
町
内
会
管
理
と
な
り
ま
す

が
、
災
害
の
際
の
避
難
の

一
助
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

次
に
建
設
的
な
主
な
事
業
と
し
て
、

令
和
４
年
か
ら
始
ま
り
２
年
目
と
な
る

６
班
地
内
町
道
側
溝
改
良
工
事

【Ｖ
Ｓ

側
溝
蓋
付
き
】
は
、
市
補
助
事
業
（
５０
％
）

と
し
て
整
備
し
、
余
す
と
こ
ろ
あ
と
来

年
南
側
の

一
部
を
残
す
と
こ
ろ
と
な

り
ま
し
た
。
近
隣
住
民
の
皆
様
の
ご
協

力
、ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

防
犯
対
策
と
し
て
、
大
型
宅
地
造
成

地
内
（９
区
画
、
４
班
６
班
）
に
街
灯
２

基
を
新
設
し
ま
し
た
。

さ
て
、
町
内
で
は
今
後
益
々
転
入
者

の
増
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
、
役
員

一
同
、
残
さ

れ
た
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、　
一
歩

ず

つ
安
心
安
全
の
住
環
境
作
り
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
が
、
町
内
の
皆
様
方
に
は

益
々
ご
健
勝
で
よ
き
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。か

′

ご
あ
い

弁
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副
ハＡ
長
　
岸
井
　
孝
男

町
内
の
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
町
内
会
活
動
に
対
し
て
格

別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
も
第
五
類
に

移
行
さ
れ
、
町
内
会
行
事
も
３
年
ぶ
り
に
規

模
を
変
え
、
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

本
年
度
の
町
内
会
行
事
は
次
の
通
り
で

し
た
。

１
月

消
防
ポ
ン
プ
入
魂
式

（２３
日
）

運
営
委
員
会

（中
止
）

役
員
会

（中
止
）

上
期
反
省
会

（中
止
）

運
営
委
員
会

（６
日
）

役
員
会

（６
日
）

秋
祭
リ
イ
ベ
ン
ト
大
会
（９
日
）

運
営
委
員
会

（２５
日
）

役
員
会

（
２５
日
）

公
民
館
秋
の
大
掃
除

（８
日
）

市
民
芸
能
大
会

（
２８
日
）

運
営
委
員
会

（１
日
）

役
員
会

（１
日
）

下
ノ
江
町
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ー
ク

大
会

（５
日
）

町
内
会
防
災
講
座

（
１２
日
）

運
営
委
員
会
（５
日

・
２６
日
）

役
員
会

（
２６
日
）

下
期
反
省
会

（
２６
日
）

物
故
者
追
悼
法
要

（３０
日
）

永
代
法
要

（
３０
日
）

会
計
監
査

（
１７
日
）

運
営
委
員
会

（
１７
日
）

役
員
会

（
１７
日
）

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

初
総
会

（３
日
）

出
初
式

（３
日
）

運
営
委
員
会

（
１５
日

・
２３
日
）

役
員
会

（２２
日
）

予
算
総
会

（５
日
）

運
営
委
員
会

（２６
日
）

運
営
委
員
会

（
２６
日
）

役
員
会

（２６
日
）

公
民
館
春
の
大
掃
除

（９
日
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
掃
除

運
営
委
員
会

（
２３
日
）

役
員
会

（２３
日
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（２‐
已

運
営
委
員
会

（２８
日
）

役
員
会

（２８
日
）

道
路
愛
護
デ
ー

（２８
日
）

花
い
っ
ぱ
い
運
動

（
１２
日
）

ア
メ
シ
ロ
消
毒
（５
日

・
６
日
）

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
１０
日
）

自
衛
消
防
団
技
能
大
会
（１８
日
）

運
営
委
員
会

（２４
日
）

役
員
会

（
２４
日
）

共
同
墓
地
剪
定

（４
日
）

６
班
地
内
道
路
側
溝
改
修
工
事

（
‐７
日
～
８
月
１０
日
）

七
ク
ま
つ
り
踊
り
の
タ
ベ
（２２
日
）

８
月

９
月

１０
月

１１
月

‐２
月

新
型

コ
ロ
ナ
は
第
５
類
に
移
行
し
ま
し

が
、
中
々
収
束
し
な
い
ま
ま
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
は
や
り
だ
し
て
い
ま
す
。

又
、
国
内
各
地
で
豪
雨

・
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。

町
内
で
も
防
災
活
動
に
注
力
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
来
年
度
は
早
い
時
期
に
防

災
組
織
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

来
年
度
も
活
気
あ
る
町
内
活
動
を
計
画

し
て
お
り
ま
す

の
で
、
更
な
る
ご
協
力

を
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
町
内
の
皆
様
方

に
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
よ
い
お
年
を
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
頑
張
っ
て

花いつぱい運動、6月 4日

焼き鳥暑そう

町内会長も一曲

6班地内側溝

何個すくえるズ)｀な小型ポンプ更改神事
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、
緑
の
健
康
広
場

三
周
年
を
迎
え
て

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
事
務
局

野

一
色

保
夫

緑
の
健
康
広
場
開
設
、
三
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
が
見

え
、
第
五
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

も
週
三
回
の
開
設
を
目
標
に
、
健
康
ク
ラ

ブ
中
心
に
設
定
を
し
ま
し
た
が
、
七
月
、

八
月
、
九
月
の
連
日
の
三
十
五
℃
の
猛
暑

が
続
き
、
約
二
ヶ
月
間
、
開
設
を
断
念
致

し
ま
し
た
。
従

っ
て
延
べ
利
用
人
数
も
昨

年
の
半
分
以
下
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
四

月
に
は

「桜
を
見
る
会
」
と
合
同
で
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
と
各
種
団
体
の
チ
ー
ム
戦
は

開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

十

一
月
に
は
下
ノ
江
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
子
供

達
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
予
定
し
て
い
た
日
程
が

雨
の
為
順
延
と
な
り
、
参
加
す
る
子
供
達

も
多
少
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
人
達
も

混
っ
て
の
プ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
通
常

の
距
離
も
少
し
子
供
用
に
短
く
し
て
の
競

技
に
な
り
、
み
な
さ
ん
楽
し
く
遊
べ
ま
し

た
。
今
後
も
子
供
達
が
楽
し
く
遊
べ
る
場

と
し
て
提
供
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
当
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
は
じ
め
、

役
員
の
み
な
さ
ん
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

令
和
五
年
度
の
当
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
コ
ロ

ナ
収
束
の
気
配
が
見
え
は
じ
め
、
従
来
通
り

一
月
の
新
年
会
、
二
月
の
全
員
総
会
も
開
催

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。た
だ
、
人
ヱ
星
の
猛
暑

は
、
約
二
ヶ
月
続
き
ま
し
た
が
参
加
者
が
減

少
す
る
中
で
も
予
定
通
リ
プ
レ
ー
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

六
月
公
民
館
大
会
成
績

男
子

一
位
　
一詈
多
　
　
譲

男
子
二
位
　
米
光
　
一
彦

男
子
三
位
　
一新
谷
　
良
雄

男
子
四
位
　
若
松
　
　
徹

女
子

一
位

佐
藤

考
子

女
子
二
位
　
西
出
紀
代
美

女
子
三
位

村

実
千
代

（子
供
達
は
オ
ー
プ
ン
参
加
）

爺五
径
役
員

通
幸 譲

彊蟄

葵縁

十   九   八

昼   昌   昌

顧
　
問
　
一詈
多

相
談
役
　
北
野

△ム　
長

中
田

副
会
長
　
西
出

利
治

貞
三
　
　
村
　
実
千
代

事
務
局
、ハ蚕
副
　
野

一
色
保
夫

会
計
監
査
　
村
　
　
恵
吾

月

理
バ

罹
位 位 位 位 位 位 位 位 位

:書 3Bヨ言旨g移

対
抗
戦
成
績

一
位
　
婦
人
会
チ
ー
ム

（和
田
、
金
子
、
西
出
）

二
位
　
い
き
い
き
サ
ロ
ン

（佐
藤
、
北
野
、
三
谷
）

三
位
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
チ
ー
ム

（沼
田
、
下
田
、
前
田
）

四
位
　
白
寿
会
チ
ー
ム

（坂
井
、
林
、
小
島
）
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会
長

東
　
一
三
二
男

町
内
の
皆
様
今
年
も
残
り

一
ヶ
月
を
切

り
朝
晩
め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
新
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
二
月
二
月
と
徐
々
に
沈
静
化
の
兆

し
が
見
え
、
五
月
に
は
五
類
に
移
行
と
な

り
行
動
規
制
も
緩
和
さ
れ
、
各
地
で
以
前

の
様
な
賑
わ
い
が
戻

っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
今
夏
は
連
日
の
真
夏
日

猛
暑
日
と
酷
暑
が
続
き
ま
し
た
。
熱
中
症

対
策
等
体
調
維
持
は
大
丈
夫
で
し
た
か
。

更
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威
、
こ
れ
か

ら
冬
に
向
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
と
同
時
流
行

の

「
ツ
イ
ン
デ
ミ
ツ
ク
」
の
恐
れ
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
十
分
に
お
気

を
つ
け
下
さ
い
。
今
年
は
去
年
の
様
な
大

雨
に
よ
る
水
害
も
な
く
安
心
し
ま
し
た
。

去
年
の
教
訓
か
ら
避
難
用
の
四
人
乗
リ
ゴ

ム
ボ
ー
ト
を
集
会
場
に
常
備
し
ま
し
た
。

更
に
緊
急
避
難
用
管
理
道
路
を
東
西
二
箇

所
に
設
け
ま
し
た
。
又
、
河
川
等
監
視
カ

メ
ラ
及
び
新
堀
川
へ
の
排
水
ポ
ン
プ
を
新

設
予
定
で
す
。

役
員
と
し
て
町
内
を
隅
無
く
見
て
回
る

機
会
が
あ
り
空
地
、
空
家
等
の
現
況
を
見

て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

面
識
の
な
か
っ
た
方
と
も
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
色
々
と
勉
強
に
な
る

一
年
で
し

た
。嬉

し
い
事
に
四
世
帯
が
新
た
に
住
民
と

な
ら
れ

一
五
五
世
帯
に
増
え
ま
し
た
。

今
年
は
四
年
振
り
に

「
子
供
神
輿
」
の

町
内
曳
廻
し
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
供
は

宝
で
す
。
健
や
か
な
成
長
を
願
う
ば
か
り

で
す
。
七
月
に
こ
ち
ら
も
四
年
振
り
と
な

る
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
模
擬
店
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
更
に
地
元
の
下
ノ
江

「
こ

だ
ま
太
鼓
」
の
演
奏
、
ナ
ン
ノ
さ
ん
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
等
で
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
沢
山
の
町
民
の
参
加
、

な
か
で
も
若
い
人
達
に
多
く
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
に
主
な
工
事
の
報
告
で
す
。
集
会
場

の
屋
外
ガ
ス
給
湯
器
の
取
替
え
、
玄
関
入

ロ
ス
ロ
ー
プ
立
上
リ
タ
イ
ル
の
部
分
張
替

え
、
玄
関
鍵
穴
の
分
解
掃
除
、
，Ｗ
Ｒ
設
備

の
整
備
、
緑
の
健
康
広
場
の
水
飲
み
場
の

修
繕
、
小
公
園
の
法
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
階
段
を
新

設
し
ま
し
た
。

次
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
毎
週
水
、

土
曜
日
の
十

一
時
か
ら
集
会
場
で
移
動
販

売
の

「と
く
し
丸
」
が
販
売
を
行

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
毎
月
第
二
土
曜
日
の
八
時
か

ら
集
会
場
で
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
減
少
で
廃
止
と
な
ら

な
い
様
に
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

又
本
町
、
サ
ン
タ
ウ
ン
で
は
次
の
各
種
団

体
が
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
白
寿
会
、

壮
年
団
、
自
衛
消
防
団
、
下
ノ
江
さ
さ
え

隊
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
少
年
会
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
、
子
供
神
輿
保
存
会
等
に
興
味
、
関
心
の

あ
る
方
は
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
は
新
年
会
を
残
念
な
が

ら
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
他
の
計
画
行
事

は
滞
り
な
く
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
支

援
、
ご
協
力
の
賜

物
と
役
員

一
同
心

よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
方

に
は
来
年
も
実
り

あ
る
良
い
年
に
な

り
ま
す
様
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

下ノ江ささえあい隊と白寿会による
桜を見る会のひとコマ久しぶりの夏祭りに楽しいひととき
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民
塞

早

児
曇

員

毎

田

雄

一

福
祉
の
ま
ち
下
ノ
江

本
年
度
の
能
美
市
社
会
福
祉
大
会
に
お

い
て
、
二
班
の
中
田
よ
し
子
さ
ん
が

「社

会
福
祉
功
労
者
表
彰
」
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
中
田
さ
ん
は
福
祉
推
進
員
と
し
て
長

年
、
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
、
「
の
み
活
ク
ラ

ブ
」
、
「下
ノ
江
さ
さ
え
あ
い
隊
」
な
ど
の

地
域
福
祉
の
活
動
を
通
じ
、
下
ノ
江
町
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
日
、
家
族
の
少
人
数
化
が
進

行
し
、
社
会
全
体
が
高
齢
化
し
て
い
る
な

か
で
、
障
が
い
や
難
病
を
抱
え
た
人
、　
一

人
親
家
庭
な
ど
が
直
面
す
る
困
難
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
貧
困
状
態
に
あ
る
子
ど
も
は

七
人
に

一
人
の
割
合
だ
と
最
近
よ
く
報
じ

ら
れ
ま
す
が
、
現
代

の
貧
困
の
特
徴
は
、

周
囲
に
な
か
な
か
気
づ
か
れ
に
く
い
と
い

う
点
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
石
川
県
内
の

小
中
学
生
の
う
ち
、
学
校
に
行
け
な
い
子

ど
も
達
が
約
二
千
人

（本
年
）
に
の
ぼ

っ

て
い
ま
す
。
学
校
に
行
け
な
い
理
由
は
そ

う
単
純
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
達
が
、
様
々
な
社
会
の
矛
盾
の
し
わ
寄

せ
を
受
け
て
い
る
結
果
だ
と
も
言
え
ま
す
。

民
生
委
員
と
し
て
五
年
目
の
私
は
、
下
ノ

江
町
に
住
む
様
々
な
皆
さ
ん
の
困
り
ご
と

に
深
く
接
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
よ
く
報
道
さ
れ
る
社
会
の

矛
盾
や
生
活
の
困
難
さ
は
、
何
も
テ
レ
ビ

画
面
や
新
聞
報
道
の
中
だ
け
の
こ
と
で
は

な
く
、
周
り
に
気
づ
か
れ
ず
に
孤
立
感
を

抱
き
な
が
ら
暮
ら
す
人
達
が
、
こ
の
能
美

市
と
下
ノ
江
町
に
も
大
勢

い
る

こ
と
を

知

っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
次
々
に
起
こ
る
様
々
な
問
題
や

困
り
事
に
対
し
て

「そ
れ
は
家
族
で
解
決

す
べ
き
問
題
だ
」
と
い
う
考
え
は
も
う
通

用
し
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
若
い
家
族
が

お
ら
ず
、
人
数
も
少
な
い
家
庭
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
現
代
は
、
音

以
上
に
お
互
い
に
助
け
合

っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
地
域
で
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
す
。

下
ノ
江
町
に
住
む
誰
も
、
不
便
な
思
い
を

さ
せ
ず
寄
り
添

っ
て
い
く
と
、
助
け
合
い
。

支
え
合
い
活
動
を
続
け
て
き
た

「下
ノ
江
さ

さ
え
あ
い
隊
」
で
す
が
、
趣
旨
に
賛
同
し
て

く
れ
る
大
勢
の
有
志
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

成
り
立

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
十

一

月
、
メ
ゾ
ン
ド
ウ
ブ
ワ

奪
暑
峰
会
）
の
協
力

を
得
て
、
新
た
に
月
に

一
度
の

「下
ノ
江
こ

ど
も
食
堂
」
を
始
め
て
い
ま
す
。

ス
タ

ッ
フ
も
ま
だ
十
分
に
慣
れ
て
い
な

い
今
は
、
学
校
に
馴
染
め
な
い
子
ど
も
が

い
る
家
庭
を
中
心
に
声
を
掛
け
て
開
催
し

て
い
る
段
階
で
す
。
い
ず
れ
は
老
若
男
女

問
わ
ず
、
誰
も
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所

と
し
て
発
展
し
て
い
け
ば
よ
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
困
り
事
や
心
配
事

を
、
気
軽
に
民
生
委
員
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

ロンで辰回の足湯と
かけました

いきいきサロンで踊りの鑑賞サ

出

き

に
いきい
カフェ

いきいきサロンで開催された衣料品
出張販売会

サ
ン
タ
ウ
ン
民
生
委
員

・

児
童
委
員

平
山
　
正
彦

一
年
を
振
り
返
っ
て

今
年
か
ら
民
生
委
員

・
児
童
委
員
の
引

き
継
ぎ
を
し
て
、　
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

能
美
市

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
基
づ

き
、
タ
ブ
レ
ツ
ト
を
使
用
し
て
の
見
守
り

安
心
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

私
は
ま
だ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
完
全
に
使

い

こ
な
せ
な
い
状
況
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。

私
は
仕
事
を
し
て
い
る
関
係
で
、
定
例
会

や
い
ろ
ん
な
面
で
あ
ま
り
参
加
出
来
な
い

の
が
現
状
で
す
。

た
だ
サ
ン
タ
ウ
ン
の
高
齢
者
の
家
庭
訪

問
は
、
定
期
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
訪
問

の
中
で
よ
く
耳
に
す
る
の
が
、　
一
年

一
年

体
の
無
理
が
効
か
な
く
な

っ
て
い
く
と
ゆ

う
こ
と
を
言
わ
れ
ま
す
。
核
家
族
化
が
進

む
中
で
お
年
寄
り
と
の
交
流
は
、
お
互
い

に
良

い
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
昨
今
は
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
温
か
い

付
き
合
い
が
広
が

っ
て
い
く
環
境
づ
く
り

に
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
幸

い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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白
寿
〈Ａ△本長
　

野

一
色
　
保
夫

「花
見
の
会
開
催
」

令
和
五
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
三
年
収
束
の
気
配
が
見
え
、
第
五
類
に
移

行
さ
れ
、
ひ
と
安
心
の
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
後
半
に
は
少
し
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
だ

ま
だ
油
断
の
で
き
な
い
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
役
員
の
み
な
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
き
ま
し
た
。
四
月
二
年
ぶ
り
の

「花
見

の
会
」
を
開
催
を
し
、
オ
カ
リ
ナ
チ
ー
ム

「そ
よ
風
」
さ
ん
に
協
力
を
頂
い
て
、
な
つ

か
し
い
曲
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
、
盛
り
上

げ
て
頂
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
桜

の
開
花
が
早
く
当
日
は
葉
桜
と
な
り
ま
し
た

が
、
楽
し
く
花
見
の
会
を
行
う
事
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は

「下
ノ
江
さ
さ

え
合
い
隊
」
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
み
な
さ
ん

に
も
御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
本
誌
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
以
降
は

従
来
通
り
楽
し
く
会
話
し
な
が
ら
開
催
で
き

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

「奉
仕
活
動
に
つ
い
て
」

八
月
に
は

「共
同
墓
地
」
「下
ノ

江
発
祥
の
地
」
の
清
掃
活
動
も
会

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
遂
行

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

「下

ノ
江
発
祥
の
地
」
は
昭
和
六
十

一

年
に
中
ノ
江
町
と
北
陸
線
の
境
界

の
所
に
設
置
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
下
ノ
江
町
の
礎
を
築

い
て
こ
ら
れ
た
ご
先
祖
様
の
苦
労

を
偲
び
、
そ
し
て
諸
先
輩
方
々
に

感
謝
を
し
つ
つ
、
発
祥
の
地
を
永
く
後
世
に

伝
え
る
為
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
通
行
の
際

に
は
是
非
お
寄
り
下
さ
い
。

「食
事
マ
ナ
ー
研
修
会
」

十
月
に
は

「八
松
苑
」
に
て
四
回
目
の
食

事
マ
ナ
ー
研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
の
み
な

さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

短
時
間
で
す
が
、
楽
し
く
会
食
出
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
方
も
高
齢

に
な
っ
て
こ
ら
れ
て
、
こ
う
し
て
近
く
で
楽

し
く
集
ま
る
と
い
う
機
会
も
今
後
、
増
し
て

行
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「そ
の
他
の
主
な
行
事
」

十
月
　
　
通
安
全
教
室

十

一
月
　
仏
だ
ん
、
仏
具
清
掃

十
二
月
　
根
上
講
開
催

根
上
支
部
関
係
で
は
年
二
回
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
年
二
回
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
に
は
た
く
さ
ん
の
参
加
を
頂
き
ま
し

た
。
今
後
も
役
員
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の

御
意
見
を
聞
き
な
が
ら
行
事
を
進
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

壮
年
団
団
長

高

田

　

弘

辰

町
内
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
壮
年
団
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置

づ
け
が
今
年
の
５
月
に
２
類
か
ら
５
類
に

移
行
さ
れ
停
滞
し
て
い
た
壮
年
団
活
動
も

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
壮
年
団
は
団
員
６５
名
が
参
加
し

て
お
り
ま
す
。
町
内
会
行
事
、
自
警
部
の

自
衛
消
防
団
活
動
と
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
団
員
相
互

の
親
睦
や
絆
を
深
め
、
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

５
月
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
テ
ン
ト
設
営
、
後
片
付
け
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
残
念
な
が
ら
初
戦
敗

退
で
し
た
が
団
員
と
和
気
謁
謁
と
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

６
月
１８
日
に
開
催
さ

れ
た
能
美
市
自
衛
消
防

団
技
能
演
習
で
は
、
下

ノ
江
町
自
衛
消
防
団
が

最
高
賞
の
優
秀
賞
に
輝

き
ま

し
た
。
自
警

部

は
、
今
年
度
新
規
加
入

の
２
人
を
加
え
活
動
し

て
い
ま
す
。
７
月
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
活
用
し
、
消
防
ポ

ン
プ
と
防
災
資
機
材
を

購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
尽
力
さ
れ

た
関
係
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

７
月
２
日
の
根
上
校
下
壮
年
団
海
岸
清

掃
で
は
小
雨
の
中
、
市
役
所
職
員

・
団
員

・

地
元
住
民

・
地
元
企
業
の
皆
様
と

一
体
と
な

り
根
上
海
岸
の
清
掃
作
業
に
取
り
組
み
、
自

然
豊
か
か
つ
、
住
み
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

９
月
９
日
の
下
ノ
江
町
秋
祭
り
で
は
、

久
方
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
準

備
、
販
売
、
後
片
付
け
と
天
手
古
舞
で
し

た
が
町
内
の
皆
様
の
笑
顔
に
勇
気
づ
け
ら

れ
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
壮
年
団
で
は
共

に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
２０
代
か
ら
４０
代

の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
日
頃
よ
り
壮
年
団
活
動
を
ご
支
援
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
町
内
会
、
壮
年
団
０

Ｂ
、
団
役
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
町
内
の
皆
様
に
は
今
後
も
壮

年
団
活
動

へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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婦
公
会

長

和

田
　

広

美

町
内
の
皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
婦
人
会

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
は
５
月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
５
類
移
行
に
伴
い
、
町
内
及
び
婦

人
会
の
恒
例
行
事
が
４
年
ぶ
り
に
ひ
と
通
り

復
活
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
ま

で
の
自
粛
ム
ー
ド
か
ら

一
転
、
前
回
を
思

い
出
し
な
が
ら
の
準
備
が
始
ま
る
に
つ
れ

て
、
地
域
の
活
動
に
も
活
気
が
戻

っ
て
き

た
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
町
内
の
婦
人
会
活
動
の
事
始
め

と
し
て
総
会
を
開
催
、
久
し
ぶ
り
に
会
員

の
皆
さ
ん
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

叶
い
ま
し
た
。
恒
例
の
早
煮
昆
布
と
ち
ふ

れ
の
販
売
で
は
、
役
員
の
方
々
を
は
じ
め

皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
に
続
く
親
睦
会
で
は
、
せ

っ
か
く

の
機
会
な
の
で
、
出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん

の
会
員
さ
ん
に
参
加
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
と
ご
意
見
を
寄
せ

て
も
ら

い
、
今
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
講
座
と
併
せ

た
食
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
の
予

想
を
超
え
る
出
席
者
が
あ
り
、
会
員
同
士

の
会
話
も
弾
み
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
校
下
婦
人
会
で
も
、
市
政
懇
談
会

を
は
じ
め
、
「
つ
ま
み
細
工
」

「食
事
バ
ラ

ン
ス
塾
」

「自
律
神
経
を
整
え
る
リ
ン
パ

タ
ッ
チ
」
等
様
々
な
講
座
が
催
さ
れ
、
い

る
い
ろ
な
体
験
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
と
り
わ
け
久
し
ぶ
り
の
チ

ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
は
大
盛
況
で
し
た
。
会
員
さ

ん
を
中
心
に
町
内

の
方
々
か
ら
善
意

の

品
々
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
下
ノ
江
婦
人
会

は
現
在

２５
名

の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
決
し
て
十
分
な
人
数
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
会
長
の
仕
事
を
経
験
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
町
内
行
事

で
の
婦
人
会

の
役

割
、
校
下
婦
人
会

で
の
他

の
町
と
の
連

携
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て

考
え
る
こ
と
が

出
来
た

一
年
で

し
た
。

今
後
と
も
婦

人
会
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援

を
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

Ｐ

Ｔ

Ａ

〈
本
長

沼

田

　

　

梓

町
内
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
特

に
、
地
域
見
守
り
隊
の
皆
様
に
は
、
子
ど
も

達
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
、
毎
日
の

見
守
り
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
保
護
者

一
同

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
５
月
よ
リ
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
第

５
類
へ
と
移
行
に
伴
い
様
々
な
行
事
が
再
開

致
し
ま
し
た
。

５
月
２‐
日
の
能
美
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ｈ
根
上
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
大

細
飛
び
と
男
女
混
合
リ
レ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。
大
縄
跳
び
で
は
な
か
な
か
練
習
通
り
に

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
リ
レ
ー
で
は
、

中
学
生
を
含
め
子
供
達
の
元
気

一
杯
の
走
り

に
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。
皆
様
応
援
有
難

＞み
⊂
ざ
い
ま
し
た
。

次
に
７
月
２２
日
の
根
上
七
ク
祭
り

「踊
り

の
タ
ベ
」
に
は
、
１
～
６
年
生
男
女
３３
名
で

参
加
し
約
１
時
間
を
可
愛
ら
し
い
姿
で
踊
り

き
る
こ
と
が
出
来
き
ま
し
た
。
そ
し
て

一
般

投
票
の
部
に
お
い
て
３
位
を
頂
く
こ
と
が
で

き
子
供
達
も
大
喜
び
で
し
た
。

営

ま
た
ラ
ジ
オ
体
操
で
は
、
コ
ロ
ナ
前
同
様

夏
休
み
前
半

・
後
半
に
分
け
て
活
動
を
行

い
、
最
終
日
に
は
公
民
館
や
神
社
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

そ
し
て
１０
月
２８
日
に
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
１
～
６
年
生
男
女
３６
名
に

よ
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
雨
の
為
行
う

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
室
内

に
て
バ
バ
抜
き
王
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

可
愛
ら
し
い
仮
装
で
参
加
し
て
く
れ
た
子

供
達
は
最
強
王

。
最
弱
王
を
目
指
し
バ
バ

抜
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
行

う
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
で
す
が
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
は
数
日
前
よ

り
準
備
を
し
て
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
な
お
希
望
の
子
供
達
に

は
後
日
体
験
会
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

行
う
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
活
動
再
開
に
不
慣
れ
な
点
も

多
く
皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致

し
ま
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ

ま
で
全
う
出
来
ま
し
た
の
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の

皆
様
を
含
め
幅
広
い
世
代
の
地
域
の
皆
様
の

お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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士罷

保
存
会

夏

一門
　

　

秀

逸

「ふ
と
思
う
こ
と
」

今
年
の
夏
は
、
特
に
厳
し
く
連
日
猛
暑

日
が
続
き
体
力
的
に
か
な
り
厳
し
く
感
じ

ま
し
た
。
秋
も
深
ま

っ
た
頃
、
セ
ミ
の
声

が
し
て
、
お
や
と
耳
を
そ
ば
だ
て
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
桜
の
開
花
時
期
な

ど
も
以
前
よ
り
早
く
な

っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
も
、
温
暖
化
の

せ
い
で
し
ょ
う
か
。

毎
日
の
生
活
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
水

と
か
お
茶
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
買
う
時

代
に
な
り
、
我
々
の
子
供
時
代
に
は
と
て

も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
小
さ
い
子
供
達
で
さ
え
、
ス
マ
ホ

を
操

っ
て
い
る
の
を
眺
め
、
驚
き
と
何
か

し
ら
の
不
安
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

町
内
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
三
年
ぶ

り
に
秋
祭
り
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
子
供
獅
子
舞
を
見
て
、

一
所
懸
命
の
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
は
、
獅
子
舞
や
笛
を
教
え
て
く
れ
る

先
輩
も

い
な
く
、
さ
ぞ
大
変
だ

っ
た
で

し
ょ
う
。
こ
の
経
験
が
、
必
ず
子
供
達
の

将
来
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

こ
だ
ま
太
鼓
も
、
今
年
か
ら
本
格
的
に

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
前
の
ビ
デ
オ
を

見
な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
伝
統
芸
能
を
少
し

で
も
残
し
た
い
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

生
産
奨

回長

玉

生

　

勝

次

町
内
の
皆
様
方
に
は
、
生
産
組
合
行
事

に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
・
水
稲
う
る
ち
玄
米

の
１
等
米
比
率
に
つ
い
て

（
９
月
３０
日
農

業
新
聞
よ
り
）
フ
ェ
ー
ン
現
象
、
水
不
足
等

に
よ
り
１
等
米
比
率
の
悪
い
県
は
、
前
年
同

期
よ
り
２７
．ポ
ィ
ン
ト
低
い
６２
．
２
％
京
都
府
、

２４

ポ
イ
ン
ト
低
い
４‐
％
の
新
潟
県
、
良
い
県
は

‐２
，ポ
イ
ン
ト
高
い
四
％
の
岡
山
県
、
石
川
県

は
昭
ポ
イ
ン
ト
低
い
８６
．
２
％
で
す
０
・
米
の
国

班外
47名

朝
第

6班
5名

際
相
場
上
昇
に
つ
い
て

（９
月
３０
日
農
業
新

聞
よ
り
）
今
月
７
月
に
、
イ
ン
ド
が
白
米
の

輸
出

（国
際
市
場
の
４
割
）
を
禁
止

（イ
ン

デ
ィ
カ
米
）
又
輸
出
国
の
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム

も
深
刻
な
千
ば
つ
に
よ
り
米
減
産
が
予
定

の
為
、
行
先
き
の
供
給
不
安
か
ら
急
増
す
る

注
文
に
追
い
付
い
て
い
け
な
い
と
い
う
。

彦

一
之
則

和
健
則
喜

多

田

田

喜

福

和

原

勝次

吾
人
夫

恵
宗
幸

生

　
田

玉
村
山
村
　
　
原

1生産組合組織(令和5年 )

① 耕作面積   328,920ド (宮竹用水のみ)

② 組合員(地主)1班  2班  3班  4班
11名  呵0名  15名  11名

3 令和5年 生産組合役員名簿
・相談役     和田 則之
・会計,転作,事務 原  智紀
。1班班長    原  利男
・ 4班班長    竹田 英文

副組合長
宮竹用水総代
3班班長
6班班長

喜則  ・管理区委員   竹田 英文

合計
121名

・組合長
・ 」A理事
・ 2班班長
・ 5班班長

4 令和5年 砂丘地役員名簿
・五区長

5 令和5年 市農業委員
・農業委員

原  喜則  ・総代

,

||

″

■
一ヽ

デ

|ド
ノ|

警|｀

 ヽ .,

ノ江町公民館

下ノ江町公民館
西二口分水より下流
西二口分水より上流
川北町地内指定残土捨場

各農家より

農道・宮竹用水・排水路
下ノ江町公民館
」A根上

用水現地
公民館、人松苑

用水現地

、農業共済、」A参加

3月 末日まで」A根上へ提出

耕作者は」A根上へ提出

除車剤散布

育概況、秋作業、その他

各農家

、各争別耕作予定

」A根上総会議案等
浜開発と合同

、」A配布物配布

月23日

月28日

2月 17日

3月 17日

日

日

日

月

月

月

4月 上旬
5月 下旬
6・ 7下旬
7月 28口

8月 10日

9月 中旬
11月下旬

金

木

月
上
金
　
　
　
金

日
口
　
金

市根上地区生産組合長会

5年転作配分通知書配布

・用水人夫 (1回 目)24名
・用水人夫(2回 目)23名
用水残土、不要品廃葉
令和5年度水田耕作転作届書

回収 (農業共済用)

・錠板配置
令和5年産予約申込書提出
・草刈り人夫
・上期万雑・役員会
」A生産組合長会
・錠板回収
・下期万雑・役員会

合長会

新役員会

田耕作転作届書
(農業共済用)

(コ ロナ中止 )

岡田 武洋西居 雅恵
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公
民
館
長

金

子

　

堅

司

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
五
月
の
連
休
明
け
か
ら
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
五
類
と
な
り
、
全
て
の
行
事

を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
町
内
の
皆

さ
ま
、
各
種
団
体
の
方
々
の
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
。

公
民
館
周
辺
に
花
を
植
え
ま
し
た
。

鑑
鰯
域
鹸
Ⅷ

グ

ラ

ン
ド
ゴ

ル

フ
大
会

を
小
松
市

の

ル
ー
ト
イ
ン
グ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
松
で
開
催

し
ま
し
た
。

鰯

鰯

鰯

鰯

第
６０
回
ね
あ
が
り
七
夕
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
大
会
に
、
こ
だ
ま
太
鼓
が
参

加
し
ま
し
た
。

踊
り
の
タ
ベ
に
ス
リ
ー

エ
ス
が
参
加

し
、　
一
般
投
票
の
部
で
３
位
と
な
り
ま
し

た
。秋

祭
リ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
幡
神
社
前
広
場
で
テ
ン
ト
屋
台
販

売
、
こ
ど
も
ゲ
ー
ム
大
会
、
根
上
中
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
演
奏
、
こ
だ
ま
太
鼓
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
団
体
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
で
盛
況
に
終
了
し
ま
し
た
。

Ⅷ
甥
趨
鵜
鞭

公
民
館
秋
の
大
掃
除

靱
靱
穐
藝
藝

市
民
芸
能
大
会
に
、
こ
だ
ま
太
鼓
が
参

加
し
ま
し
た
。

一暮
秋
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
。

公
民
館
周
辺
に
花
を
植
え
ま
し
た
。

下
ノ
江
町
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ク
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

公
民
館
会
計
監
査

館
報
６７
号
発
刊

公
民
館
決
算
総
会

鰯
姻
趨
鰯
鞍

第
４６
回
能
美
市
耐
寒
継
走
選
手
権
根
上

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
の

参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鰻
輯
饉
懸
饉

春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
。

公
民
館
周
辺
に
花
を
植
え
ま
し
た
。

公
民
館
春
の
大
掃
除

鰯
鶏
瑚
翻
睡

公
民
館
予
算
総
会

姻
錢
翻
甥
鸞

４
年
ぶ
り
に
第
１９
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ｈ
根
上
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
成
績
は
１９
町
内
会
中
７
位
で
し
た
。

新しいポンプで放水

// ′′ // // // // /ア  //

東拿富埜前辱拿季莞二伸
勇扉寄墓奄重種交蓼

（町
内
会
相
談
役
）

（町
内
会
相
談
役
）

（町
内
会
会
長
）

（町
内
会
副
会
長
）

（町
内
会
役
員
）

（町
内
会
役
員
）

（町
内
会
役
員
）

（町
内
会
役
員
）

（サ
ン
タ
ウ
ン

自
治
会
長
）

（サ
ン
タ
ウ
ン

自
治
副
会
長
）

（前
公
民
館
館
長
）

（前
公
民
館
副
館
長
）

（町
内
会
役
員
）

（サ
ン
タ
ウ
ン

自
治
副
会
長
）

（白
寿
会
会
長
）

（壮
年
団
団
長
）

（婦
人
会
会
長
）

（Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

（芸
能
保
存
会
会
長
）

公
民
館

管
理
者

鍵
保
管
者

総
務
部

部

長

副
部
長

文
化
部

部

長

副
部
長

体
育
部

部

長

副
部
長

令
和
５
年
公
民
館
役
員

// ′′ ′/ // //

運
営
委
員

立
花
　
陽
平

顧

問

館

長

副
館
長

野

一
色
保
夫

高
田
　
弘
辰

和
田
　
広
美

沼
田
　
　
梓

革削
　
　
秀
逸

岸
井
　
孝
男

興
四
田
　
直

金
子
　
堅
司

山
田
　
修
二

飯
田
　
泰
寛

（町
内
会
班
長
）

米
田
　
昌
弘

（町
内
会
班
長
）

米
田
　
光
男

（町
内
会
班
長
）

中
田
　
口雪
一
（町
内
会
班
長
）

村
　
　
俊
朗

（町
内
会
班
長
）

吉
田
　
俊
昭

（町
内
会
班
長
）

東
出
員
智
子

助
田
　
俊
勝
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秋祭り受付

新しい小型ポンプで放水

リレーの選手

子供たちも応援

ビンゴの景品何がいいかな

根上申ブラスバンド

パパ ガンバレ

緑の広場でのグランドゴ,しフ

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
年

一
年
間
、
町
内
会
及
び
公
民
館
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
誌
発
刊
に

あ
た
り
、
お
忙
し
い
中
、
原
稿
を
お
寄
せ

頂
い
た
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。本

年
は
、
予
定
を
し
て
い
た
行
事
を
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
全
て
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

来
年
は
、
い
よ
い
よ
南
加
賀
に
新
幹
線

が
開
業
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
よ
き
新
年
を

迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

館
長

鋼
割
割
劃

◎
⑩
◎
○

令
和
６
年
初
総
会
の
ご
案
内

●
令
和
６
年
１
月
３
日

（水
）

午
後
１
時
３０
分
よ
り

下
ノ
江
町
公
民
館
に
て

町
民
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま

す
。


